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（令和7年9月11日　午前10時20分） 

 

●議長（酒井　聡）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

通告の7、伊藤博美議員。 

 

1、有機農業の取り組みについて 

　2、給食の無償化について 

 

議席番号6番、伊藤博美議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　議席番号6番、伊藤博美でございます。有機農業の取り組みについて

最初に伺います。6月の会議におきまして、緑の食料システム戦略についてお伺いをい

たしました。町長からは、町が進める農業にメニューがあるかどうか検討をし、有機農

業の導入と拡大に関係者と協議をし、調整したい。とのこういう答弁でありました。ま

た、専門の任用職員を配置していただきまして、前向きな姿勢が伺われるなというふう

には思っております。そこで取り組んでこられた、これまでの具体的にどこまで進めら

れているのか、これまでの取り組みの現状について伺います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま頂きました、伊藤議員からの質問にお答えいたします。有

機農業の導入につきましては、現在はモデル的に取り組む意向を持つ農業者と意見交換

をしながら、具体的な栽培技術の導入、あるいは収穫物の販路の拡大などについて検討

を始めた段階にあります。その一方で、資材調達の安定性、労力や作業負担の増加、収

益性の確保を行うといった課題が明らかになっておりまして、これらを克服していくこ

とが今後の本格導入に向けた重要なステップであるというふうには認識しております。

このため、まずは小規模なほ場における試行的な取り組みを通じまして、実際の栽培管

理や経営上の課題などを検証し、同時に研修会や先進地視察などを実施することにより

まして、関係者の理解を深めながら栽培技術を習得していくこととしておりまして、こ

のような取り組みを段階的に積み重ねている、そういうところでございます。また、議

員からもご指摘のありました地域おこし協力隊のご協力も頂いて、協力隊の方は大変有

機農業に対する技術的あるいは知見も、幅広く持ち合わせている方でありますので、町

内の農業の今の実態に即して適用ができるのかどうか、今検証していただいているとこ

ろでございます。以上であります。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　具体的に答弁していただきました。これは改めて伺うんですが、今ま



令和 7年第 424回信濃町議会定例会 9月会議 会議録（4日目） 

④－7

でやってきている中での有機農業を生産してきている皆さん方を中心にして持っていく

のか、それとも例えば新規就農ですとか、そういうふうな形を取りながらやっていこう

としているのか。この辺が今までの答弁で何回も頂いているのですが、なかなか明確に

なってきていないのです。この辺のところをもう少し明確にした方が良いのではないか

と思いますが、その辺のところはどういうふうな考えですか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　ただいま伊藤議員からのご指摘をいただきまして、現在もう既に有

機農業に取り組んでいる方の方を向いていくのか、あるいは新たに農業に参入される方、

あるいは若い農業者の皆さんも含めてやっていくのかというご質問かと思いますが、私

は思いますのは、担当の方も、多分同じように考えているかと思いますが、トータルと

して有機農業というものが、選択肢として選んでいただけるその幅を少しずつ広げてい

きたいということでありまして、現在取り組んでいる方々に限定したものではなく、い

ろんな形を想定して何て言うんでしょうか、バランスの取れた慣行農業とのバランスの

取れた農業振興というものが、目指すべき姿ではないかというふうに感じております。

以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　バランスの取れた慣行農業も含めたバランスの取れた方法というこ

とでした。これ聞こえはいいんですよ。確かにね。聞いていますと。私、新規就農のと

きの質問でも何回も今まで繰り返してきたんですが、大体農業をやる人が持っている一

番の最大の課題というのは、まず第一は住宅である。2つ目は農地だと、そして設備だ

と、そして技術だと、そして販路だと、大体この五つぐらいが、農業をやっていく上に

つけての一番の課題だろうというふうに思っています。今までやってきている人たちが

そのままグループか何かを作ってやっていこうとすれば、ある程度それは解決できる問

題だろうと思うんですが、例えば新たに新規就農で持ってきて、この町で有機農業をや

りたいんだというふうな人たちが来た場合ですね、それらの人たちを受け入れるような

体制というものは取れているんだろうかなというふうに思うんですが、その点はどうい

うふうに考えていますか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　今ほど町長の方から取り組みに至っては基本的には事務方

の方でも、今既存の農家の方を対象に意向調査等をする中で、有機農業に興味のある方

等を絞り込みをしまして、今後の有機農業に向けて、例えば米の直播きだったりだとか、

そういったものを普及することによって、町の中で成功事例を作る中で、広めていけれ

ばというふうに考えているところでございます。また、新規就農に当たりましては、意
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向のある方につきましては、町の窓口の方で受付をしておりまして、その方の今後の米

であったり、野菜であったり、どういった方向でいくのかといった調査をする中で、今

認定農業者協議会等々ございますので、そういった中で、意向に沿ったものを拡大して

いく中で、協力していくような体制を整えていく、といったところでございます。以上

です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　それではもう1点この中でお伺いしたいのは、専任の任用職員さん

が配置されました。具体的に、この任用職員さんがどういうふうな活動をしているのか、

これはなかなか私たちの中では、見えにくいわけですけれども、どんな活動をしていっ

ていられるのか、これについての説明を求めます。 

 

●議長（酒井　聡）　答えられますか。大丈夫ですか。　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　基本的には今言った有機農業の広がり、国の方といたしま

しても、環境に配慮した農業づくりを進めておりますので、それに沿ったものを町の中

で、どういったものが取り組めて、どういったものが広げられるのかといったことを、

地域おこし協力隊の方につきましては、以前の職場でもそういった研究等々をなさって

いた土台がございます。そういった土台プラス、昨今の新しい技術、他県の先進的な取

り組み等も、町の中でそれが取り組めるのかといったことも踏まえながら、3年間の中

で、何とか有機農業による経営が少しでも成り立つような仕組みづくりを行えればなと

いうふうに思っております。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員、深堀するのは結構なんですけど、だんだん通告から離れ

つつあるので、枠の中でお願いします。はい、伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　失礼しました。任用職員さんが十分に力が発揮できるような、そうい

う体制というものを、町の中で一つ構築していっていただきたいなというふうに思いま

す。さてもう一点、農業委員会が中心となって、町と連携し地域計画の策定を進めてき

たというふうに思います。計画案がまとまり、中間管理機構あるいはJA、あるいは土地

改良区など関係機関などとのすり合わせといいますか、調整も終わったのかなというふ

うに思いますが、集落ごとの説明なども終了しているんだというふうに見ていいのでし

ょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　地域計画につきましては、それぞれの集落ごと対象となるんですね。

集落ごとへの説明も完了しております。以上です。 
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●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　この地域計画を作ることによりましてですね、耕作されている農地で

すとか、あるいはまた荒廃農地、それから荒廃までとはいかないが、作付けがされてい

ない農地などが明確にはなったというふうには思っております。有機農業を進めるに当

たって、放置されて若干荒廃だなと、荒廃地だなと思われるような、その対象となると

ころを有機農業を進めるに当たっても、対象地にするような方法は考えておりますか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　地域計画を策定する上で、遊休農地等もある程度把握の方

はしてございます。遊休農地につきましては、自己保全だとか、若干の草が生えている

等で、すぐにでも耕作できるような土地というような形で理解しておりまして、ですが、

それをすぐに耕作農地として使えるかといった点につきましては、まずは先ほども言い

ましたけれども、有機農業を今後進めて行くんだといった方々につきましては、すでに

農地の土台がございます。そこをまず中心にやっていって、それの広がりとして遊休農

地の方を活用していければというふうに思っております。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　有効活用をするということでは、今農地を有機農業をしている方々

が、もっと有効的に使っていっていただけたらなというふうに思います。私は地域計画

を作成するということは、作るということが、計画を作るというのが目的ではないんだ

と思うんですね。やはり地域農業振興の進めていく手段だというふうに、考えるのが普

通ではないかと思います。ですから、有機農業を進めるに当たって、その対策の一つと

して、是非一つ荒廃農地を、活用できるような方法というものを考えていっていただき

たいなというふうには思っています。さて、有機栽培された食材を学校給食に利用する

ということは、多々多くあるわけでありますが、6月の会議で教育長は単価に難がある

んだと。値段ですね。単価と供給が整えば利用する考えがあるのかどうなのか、また学

校にはですね、栄養教諭と呼ばれております、栄養士さんがおりますが、調理師さん等

を交えて町と話すことは今までもあったのかどうなのか。差し支えなければどんな内容

だとかも含めて答弁を求めたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　有機栽培された食材の学校給食での利用についてのお尋ねかなと

いうふうに思います。有機栽培された食材につきましては、今お話があったとおり、単

価や供給が整えば、最優先での利用も視野に入れて検討していきたいなというふうに考

えております。しかしながら、その際、可食部すなわち実際に食べられる部分の割合と
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調理にかかる時間も重要になってまいります。例えばジャガイモの場合、同じ150グラ

ムでも、大きさや形によって皮や芽の除去量が変わり、食べられる部分に差が生じてま

いります。特に、有機栽培の野菜はサイズのばらつきが大きかったり、虫食いがあった

りと、取り除く作業が比較的多く発生し、可食部が減ってしまうということもあります。

また、給食センターでは慢性的な人員不足の状況でもあり、有機食材特有である、今申

し上げた虫食い部分や小さい野菜の処理に時間がかかり、調理スケジュールに影響が出

る可能性も考えられます。従いまして有機栽培の食材の利用につきましては、単価や供

給量が整うというほかに、調達方法や調理体制も含めて総合的に検討する中で、進めて

まいる必要があるかなというふうに思います。それから2つ目、栄養教諭、それから調

理師さん等交えての話し合いがあったかということですが、具体的に進めるということ

になると、今申し上げたような部分もありますので、単価と供給量が整ったのですぐや

りますということではなく、実際にそれを現場で支えてくださっている栄養士さんやそ

れから調理の皆さんの話も十分聞いた上でやらないと、子どもたちに最善の給食を提供

することができないかなというふうに思いますので、実際その段階になりましたら、き

ちんとそういう会も設けて、万全を期してまいりたいなというふうに思っているところ

でございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　確かに調理するに当たっては、必ずしも同じようなものだけが揃うと

いうことはないと思います。私、これよく分からないのですが、例えばジャガイモをむ

くときには、手でむくのか、機械でむいていくのかなというふうにちょっと思ったこと

があったのですが。と言いますのは一つの例として人参ですね、人参が必ずしも市販で

売っているのは一定程度の形が整っているということを前提にしていますから、調理す

るにも、非常に楽なように見えるんです。皮をむく場合いも、突き刺しておいてこうや

ってむいていけば、それはそれで済むのかなと思うんですが、例えば有機農業でやった

場合に、必ずしも太さも違うし、長さも違うというふうな不揃いのものが出てきた場合

には非常に手間がかかるんだろうなということは、想像でしかできないんですけれども、

そういうふうな関係もあるのかなというふうに思っております。まあ、そんなことも含

めてですね。調理師さんあるいは栄養士さんとの話し合いというものは、私は実際にや

る段階の前からでも、これはやはり話し合っておく必要があるのではないのかなという

ふうに思っています。そこで参考までにお聞きいたしますけれども、食材の中で年間使

用する野菜などは、多いものから順に5つくらいとしたら、どんなものを挙げられます

か。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　1年間で使用する食材の中で、利用の多い野菜についてのお尋ねか

と思います。参考までに、それぞれの年間利用量につきましても併せてお答えさせてい
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ただきます。1位はタマネギで2504キログラム、タマネギ2504キログラム。2位はキャ

ベツで2092キログラム、キャベツ2092キログラム。3位はニンジンで1708キログラム、

ニンジン1708キログラム。4位はジャガイモで1503キログラム、ジャガイモ1503キロ

グラム。5位は大根で1272キログラム、大根1272キログラムとなっております。以上

です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　大体といいますか、ほとんど信濃町で十分生産できるなと、今聞いた

中ではですね。生産できる品物だなあというふうに思っております。この中で、タマネ

ギそれからキャベツが多いわけですけれども、よく使っている他の給食センターといい

ますか、調理室さんに聞いた場合に、葉菜類ですね。葉菜類はなかなか難しいんだと。

なぜ難しいかというと、異物が混入する可能性が非常に高いというのが、使う使われな

いの場合の一つの判断の材料にせざるを得ないということも聞いております。白菜です

とか、あるいは小松菜みたいなものだと思うんですけれども、非常に虫がつきやすく、

隠れていて分かりにくいというふうな面で使いにくいということも聞いております。一

つ例を挙げてみたいと思うのですが、県内において比較的有機農業が進み、学校給食に

も優先的に提供しているというふうになってくると、松川町かなというふうに思ってお

ります。松川町は小学校が2校、それから中学校が1校ありまして、毎日1000食分です

ね。約1000食分をそれぞれの、それぞれの学校で調理をしているというふうだそうで

す。例えばの話なんですが、2020年から学校の方に食材を提供しているというふうにも

聞いております。このときの食材の使用率は20年が7.6パーセント、1883キロだった

ということでした。昨年は26パーセンまで5年かけて伸びてきまして、6782キロを学

校の方に提供してきたというふうだそうです。松川町は前回のときもお聞きしましたが、

オーガニックビレッジ宣言を2023年に行っております。そこから出てくる有機農業産地

づくり推進事業交付金というものがあるんですが、これも活用してきたということでし

た。それで有機栽培の方と話し合う中で、逆に学校の方から申し入れたんだそうです。

これとこれとこういう野菜は作っていいただきたいと。5品目と言ってあげたのがジャ

ガイモ、それからニンジン、タマネギ、それからネギ。それで最後はお米と。この5品

目を選んで有機農家の方に依頼をした。これが始まりだったというふうに聞いておりま

す。ですから、何でも有機栽培したものは受け入れるということではなくて、給食を作

る側の実情に合わせた形で始めたというのが最初だったそうです。これが実情に合わせ

て始めたということが、使う方の側から絞って、そして始めたということが一つのポイ

ントだろうなというふうに思っております。これは参考までにということにしていただ

けたらなというふうに思います。 

次に、給食の無償化についてお伺いいたします。米それから野菜の価格の高騰が収ま

りません。猛暑で、農作物の実りも若干心配するところでもあります。学校給食の現場

での苦労が大変続いているんだろうなというふうにも推察されます。現場で質を良くし

たいという願いは切実だろうというふうに思っております。安全で栄養価の高い給食を
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提供する。これは子どもの成長発達を保障するものだと思いますが、教育長の見解を求

めます。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　栄養価の高い給食を提供することが、子どもの権利ではないかと

いうお尋ねかと思います。今お話があったとおり、物価が高騰する中でも、栄養価の高い

給食を安定的に供給することは、子どもたちの健やかな成長のための大切な権利だとい

うふうに考えております。同時に、給食は単に栄養を満たす食事の提供だけにとどまらず、

「生きた教材」として子どもたちに正しい食生活を身につけてもらい、地域の農産物や食

文化を学ぶ教育的役割もあるというふうに考えております。町では、地産地消を念頭に置

き、子どもたちへ身近な給食を届け、地元で採れる旬の野菜を感じてもらい、農業の大切

さを知るように、献立に組み入れているところでございます。例えば、今年度も給食に「タ

ケノコ汁」が出ましたが、前日に希望する子どもたちを募り、子どもたちと先生に参加し

ていただいて、給食センターの職員と一緒にタケノコの皮むき作業をいたしました。こう

した取り組みは、食への関心を高め、地域資源、食べ物の資源ですけれども、その資源の

大切さを学ぶ、まさに「生きた教材」になっているというふうに感じております。以上で

す。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　参加されているということで、生きた教材として、是非これからも続

けていっていただきたいなと思います。食材がですね。その高騰して子どもたちにバラ

ンスの取れた栄養価の高い給食をということで、様々な苦労をされていると思います。

例をあげてちょっと紹介しますけれども、ある町では、例えばの話ですよ、ハンバーグ

だったらば、肉だけではなく、物価高騰の折ですから、高野豆腐を混ぜて量を増やすと

いう形をとっているということも聞いております。また、とり肉ですね。これも、もも

肉を使っていたのだけれども、単価の安いむね肉を入れ替えたというふうに変更したと

ころもあると。また、肉に厚揚げ、それからこんにゃくを加えて、かさを増すんだとい

うふうな工夫もしています。いずれも物価高騰が続いておりますので、大変給食の現場

ではですね、苦労をして、工夫をしながら進めていっているんだなというのが見えてと

るわけであります。物価高騰が続く中、これまでは栄養士さん、それから調理師さんの

ですね、努力とそしてまた工夫で何とか維持をしてきたのかなと思いますけれども、そ

れももうすでに限界に達しているというふうな声も聞かれます。では、それはどうすれ

ばいいのかということになるわけですが、給食の一食あたりの食単価についてお聞きし

たいと思います、食単価には基準がないというふうに聞いております。設置者、つまり

自治体ですね。自治体などが設定した単価の範囲で、栄養士さんが食材を買って、そし

て栄養基準を満たす努力をするというふうに聞いていますが、信濃町の食単価は幾らな

んでしょうか。 
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●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　食単価は学年によっていくらというのはありますので、間違えた

お答えをしてはいけませんので、この後きちんと調べて答弁させていただきます。しば

らくお待ちください。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　また後ほど、答弁を頂きたいなと思います。私は給食費　給食費を保

護者から今、徴収しているわけですが、それが食単価を上げにくく、給食の質を改善し

にくいのではないかというふうには思っております。給食のこうした物価高の中であっ

ても、給食の質の低下はありませんか、改めてお聞きをいたします。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　まず、先ほどご質問のありました食単価について、今資料が届き

ましたのでお答えさせていただいてよろしいでしょうか。低学年1年から3年生ですけ

れども、1食あたり330円。高学年4年から6年生ですけれども、1食あたり345円。中

学生7年から9年生に当たりますが1食あたり375円ということになっております。す

みません。もう一つの質問今後ろを向いていて中途半端に聞いていましたので、もう一

度お聞かせください。 

 

●議長（酒井　聡）　質の低下は、あるのかないのかのお尋ねです。 

 

■教育長（北村康彦）　給食費が据え置かれている中での物価高騰で、影響があるかとい

うことですけれども、ないように極力栄養価のあるものを取り揃える、先ほどもお話し

しましたが、旬のものを旬の頃に食材をそろえて料理をしますと安いですし、おいしい

ものが、より栄養価高く作ることができます。それからなるべく地産地消で、地元のも

のを入れると輸送費もかからないというようなところで、本当に現場の栄養士、あるい

は職員が努力して影響がないように努めているところでございます。以上でございます。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　これ今、食単価を示していただいたんですが、これは給食費の1食あ

たりの計算のときのそれが食単価というふうに捉えて良いんでしょうかね。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　食単価という意味が少し我々きちんとしていなくて、いけないの
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かなと思うんですけれども、原材料費ということでしょうか。保護者から集めている給

食費の値段について、今答弁させていただきました。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　私、食単価というのは、徴収されている給食費とは別にあるのではな

いかと考えていたものですから、今の答弁をお聞きして、どこかで聞いた数字だなと思

ったんですよ。そうすると、1食あたりの徴収している額と一緒になっているのかなと

思いましたので、お聞きしました。食単価というのは、同じといえば、確かに同じとい

えば、それはそれでもって、それ以上のことはありませんけれども、私の方でもちょっ

と分からないんだというふうに思っていますので、これはまたこの次のときに、私も明

確にしたいなと思っていますので、よろしくお願いしたいと思います。さて無償化を進

めた地域でも、食単価というものを据え置いて、質を低下しているという自治体もある

というふうには聞いております。これまでは、子どもの成長発達権を保障するという本

来の目的を達成することはこのままだとできないと。物価の高騰に併せて食単価を上げ

る必要があるのではありませんか。そういうふうに食単価を上げるというふうなことを

考えておりますか。 

 

●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　食単価を上げる考えはあるかどうかというご質問かなと思います

が、その食単価の捉えが、今明確でないので、それについてお答えすることはできない

かなというふうに存じます。ただ先ほどの食単価と給食費の関係ですけれども、民間の

食堂とかの食単価には人件費とか、それからいろいろな施設の減価償却費とか入ってい

ると思うんですね。学校の場合には、人件費やいろいろな施設等の減価償却費は町で負

担しているので、そういった意味では保護者に負担をお願いしているのは食材、実際に

子どもたちが食べる分の費用かなというふうに理解しております。その先ほど来、ご質

問のあります食単価というものが、それと同じであるのかどうかを明確にしていただか

ないと、食単価を上げる予定があるかということについては、お答えできないかなと思

います。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　私も食単価というのは、別物にあるのかなという感覚で質問しており

ましたので、同じものが出てきたので、ちょっとびっくりしたんですけれども、また研

究してみたいなというふうに思います。さて、政局を見ますと石破政権が退陣に追いこ

まれました。7月の参院選挙以来、国会の審議がストップしております。与野党の選挙公

約が協議に入ることができないという状態が続いており、政治の空白が続いているとい

うのが、現状であります。そんな中で今年の2月だったと思うんですが、これはホーム
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ページあるいは文科省のホームページにも記載されていると思うんですが、来年の予算

をめぐりですね。学校給食の無償化についてということで、来年2026年度から小学校を

先行して無償化にする方針を言っております。また、中学校への拡大も早急にされるこ

とが、合意されたというふうにも言っております。しかし、国会が今の状態ではこれが

どうなるかというと、全く分かりません。全国では、東京都を含む722の自治体が無償

化を行っております。なぜ広がりを見せているのかという点では、それぞれの自治体が

子育て支援ですとか、あるいは少子化対策、そしてまた定住や転入の促進を上げている

という点が共通しているものでもあります。小学校の仮に例えばやった場合ですね。国

が行う場合には4832億円が必要だというふうなものも出ております。国がですね、こう

いった予算措置、仮に取ったとした場合でも無償化するかどうかを判断するのは、自治

体の判断に任されているというふうにも聞いております。町長はこうした無償化の可能

性に、そうした国が判断したという場合には、町長としてどういう判断をするのでしょ

うか。伺います。 
 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 
 

■町長（鈴木文雄）　給食費の無償化についてのお尋ねということでありますが、これま

でも度々ご質問ご提案いただいているところでございますけれども、これまで答弁させ

ていただきました内容、国の動向を注視しながら、町の対応を検討させていただきたい

ということには、現時点で変わるところはないわけでありますけれども、その一方で、

昨今の物価高、特に食料品の高騰やエンゲル係数という、もう古い用語かなと思ってい

たものまで取りざたされるような中で、子育て世代への影響も決して小さくはなく、ま

た子どもたちの健康や体力の維持・向上を図るために学校給食が果たしている役割など

を総合的に勘案いたしますと、町としても何らかの対応が必要かというふうに感じてい

るところでございます。また、今年度に関しましては国の物価高騰対応重点支援地方創

生交付金を活用いたしまして、給食費の一部を補助することも決めておるところでござ

いますが、今後とも引き続き国の方向性を確認しながら、また物価の動向にも留意しな

がら具体的な対応、あるいは財源の確保などについて、前向きに検討してまいりたいと

考えているところであります。以上です。 
 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 
 

◆6番（伊藤博美）　ちょっと質問の仕方が悪かったのかな、というふうに思いますが、町

長、国が予算措置を講じたとした場合に、これはあくまで国が措置を講じるわけなんで

すが、それを受け入れるかどうかという判断は、自治体に判断することが非常に多いと

いうふうに聞いております。ですから、国が予算措置をして小学校だけでも無料化にす

るという方法が出た場合に、町長として信濃町はそれを受け入れますかというふうにお

伺いしたんです。 

 



令和 7年第 424回信濃町議会定例会 9月会議 会議録（4日目） 

④－16

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 

 

■町長（鈴木文雄）　前向きに受け入れに向けて、対応をできるようにしたいかと思いま

す。 

 

●議長（酒井　聡）　伊藤議員。 

 

◆6番（伊藤博美）　是非そういうような処置が講じられた場合は、国の予算措置に沿って

講じていただきたいなというふうに思います。安全で栄養価の高い給食を提供するとい

うことは、成長発達権を保障するものでもあります。同時に給食施設、設備こうしたと

ころの改善ですね。これは国の責任で行うのが必要ではないかなと思います。こうした

国が設備あるいは設備の改善等をできる仕組みを作る必要があるというふうに思ってお

ります。これも国の方の予算を使ってできるような方向性というものも、是非とってい

ただきたいということを申し上げまして、私の一般質問を終わりといたします。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で、伊藤博美議員の一般質問を終わります。 

この際申し上げます。昼食のため、午後1時まで休憩といたします。 

 

（終了　午前11時4分）


